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小
堤
集
会
所
の
設
置
の
経

緯
に
つ
い
て
伺
う
。

同
和
対
策
事
業
が
国
を
挙
げ

て
推
進
さ
れ
た
。

　
小
堤
集
会
所
は
、
昭
和
46

年
３
月
に
、
同
和
教
育
集
会

所
と
し
て
現
在
の
場
所
に
建

設
さ
れ
、
施
設
の
老
朽
化
等

に
対
応
す
る
た
め
平
成
８
年

に
改
築
さ
れ
た
。

　
同
和
教
育
の
現
在
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
昭
和
44
年
に
始
ま
っ
た
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
に

　
昭
和
44
年
に
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、

よ
り
、
生
活
環
境
等
の
改
善

は
概
ね
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

33
年
間
続
い
た
特
別
対
策
が

平
成
14
年
３
月
を
も
っ
て
終

了
し
た
。

　
た
だ
し
、
心
理
的
差
別
は
、

依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
「
人
権
教
育

の
充
実
」
に
向
け
た
様
々
な

取
り
組
み
を
通
し
、
差
別
意

識
の
解
消
に
向
け
た
教
育
や

啓
発
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
議
論
さ
れ
た
内
容
は
何
か
。

　
乗
降
数
調
査
や
現
地
調
査

等
を
基
に
、
路
線
の
存
続
・

廃
止
や
利
用
促
進
策
、
運
行

経
費
の
抑
制
策
等
を
議
論
し

た
。

　
見
直
し
で
の
成
果
は
何
か
。

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
起

終
点
と
し
た
長
距
離
路
線
か

ら
、
駅
と
地
域
を
結
ぶ
短
距

離
路
線
に
切
り
換
え
る
こ
と

で
利
便
性
が
向
上
し
、
一
般

の
利
用
者
が
増
え
た
。
平
成

17
年
度
と
平
成
24
年
度
の
比

較
で
は
、
利
用
者
数
が
約
13

万
３
千
人
増
え
、
運
賃
収
入

も
約
２
７
８
６
万
円
増
え
た
。

こ
の
結
果
、
市
の
補
助
金
を

約
２
２
５
０
万
円
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
期
待
し
て
い
る
役
割
は
。

　
公
平
中
立
な
立
場
で
、
多

種
多
様
な
視
点
か
ら
課
題
等

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ

き
、
効
率
的
で
市
民
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
市
内
循
環
バ
ス
と

な
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
都
市
再
生
整
備
計
画
と

は
？

　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第

46
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
市
町
村
が
都
市
再
生
整
備

計
画
事
業
を
実
施
す
る
た
め

　
市
民
会
館
廃
止
後
の
建
物

は
ど
う
す
る
予
定
か
。

　
や
ま
ぶ
き
会
館
を
除
い
た
、

ホ
ー
ル
及
び
事
務
室
等
の
あ

る
北
側
の
棟
を
解
体
す
る
予

定
で
あ
る
。
な
お
、
解
体
工

事
に
際
し
て
は
、
こ
の
土
地

が
埼
玉
県
指
定
史
跡
川
越
城

跡
の
範
囲
に
該
当
す
る
こ
と

に
よ
る
試
掘
調
査
や
、
や
ま

に
作
成
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
川
越
市
都
市
再
生
整
備
計

画
の
概
要
は
？

　
計
画
対
象
地
区
を
川
越
市

中
心
市
街
地
地
区
、
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
地
区
、
新
河

ぶ
き
会
館
と
共
有
す
る
空
調

用
の
熱
源
設
備
の
移
設
工
事

が
必
要
で
あ
る
。

　
小
仙
波
町
２
丁
目
の
市
民

会
館
第
２
駐
車
場
は
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　
や
ま
ぶ
き
会
館
は
供
用
を

継
続
す
る
の
で
、
や
ま
ぶ
き

会
館
利
用
に
際
し
て
の
駐
車

場
は
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。

岸
駅
地
区
周
辺
の
３
地
区
合

計
約
４
２
２
ha
を
対
象
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基

づ
き
事
業
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
審
議
会
の
設
置
の
目
的
？

　
川
越
市
に
よ
る
事
後
評
価

等
が
適
切
に
遂
行
さ
れ
た
こ

と
を
中
立
、
公
平
な
立
場
で

確
認
し
、
そ
れ
に
対
す
る
意

見
を
求
め
る
こ
と
。
更
に
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
方
策
等

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
協
働
の
定
義
と
は
何
か
。

　
平
成
21
年
１
月
に
策
定
し

た
「
川
越
市
協
働
指
針
」
に

お
い
て
、
「
本
市
に
か
か
わ

り
の
あ
る
人
が
持
つ
さ
ま
ざ

ま
な
〝
ま
ち
へ
の
思
い
〞
を

市
民
と
行
政
が
共
有
し
、
知

恵
と
力
を
出
し
合
い
、
相
互

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
へ
の
〝
行
動
〞
に
つ

な
げ
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
る

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
取
組
」

と
定
義
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
協
働
の
新

現
在
の
市
民
会
館
第
１
駐
車

場
も
、
や
ま
ぶ
き
会
館
の
利

用
に
充
て
る
こ
と
が
可
能
だ

が
、
大
規
模
な
催
し
の
際
は
、

し
い
展
開
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
制
度
に
基
づ
く
協
働
を
推

進
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
事

業
を
Ｐ
Ｒ
し
、
提
案
事
業
数

を
増
や
す
こ
と
を
目
指
す
と

と
も
に
、
行
政
が
市
民
団
体

に
積
極
的
に
提
案
し
、
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
様
々
な
団
体
が
連
携
し
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
新
た

な
協
働
の
し
く
み
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
く
。

駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
利
用
状
況
を
見

な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
放
送
】

　
川
越
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
今
定
例
会
の
会
議
録
】

　
図
書
館
等
で
は
８
月
下
旬
頃
〜

　
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
９
月
上
旬
頃
〜

　
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

　
図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

　
務
局
／
情
報
公
開
窓
口
（
東
庁
舎
）

会議録の
閲覧等

千
円
か
ら
５
千
円
に
な
る
。

ま
た
、
13
年
経
過
し
た
軽
四

輪
車
等
へ
の
20
％
重
課
は
平

成
28
年
度
か
ら
適
用
。

　
軽
自
動
車
税
は
増
収
と
な

る
が
、
法
人
市
民
税
は
減
収

と
な
る
。
今
回
の
改
正
は
市

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
な
の
か
マ

イ
ナ
ス
な
の
か
考
え
を
伺
う
。

　
様
々
な
増
減
要
因
が
あ
る

が
、
法
人
市
民
税
の
税
率
引

き
下
げ
は
市
の
独
自
財
源
の

減
収
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
要

因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

答

　
軽
自
動
車
税
の
改
正
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
年

度
を
伺
う
。

　
軽
自
動
車
税
の
税
率
を
１

・
25
倍
又
は
１
・
５
倍
、
最

低
２
千
円
に
引
き
上
げ
る
改

正
は
平
成
27
年
度
か
ら
適
用
。

た
だ
し
、
軽
四
輪
車
等
は
新

規
車
両
か
ら
適
用
。
こ
の
結

果
、
50
㏄
以
下
の
原
動
機
付

自
転
車
は
千
円
か
ら
２
千
円

に
、
四
輪
の
自
家
用
乗
用
車

は
７
２
０
０
円
か
ら
１
０
８

０
０
円
に
、
同
貨
物
車
は
４

問

問

答

答

議
案
第
57
号

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
61
号

文
化
施
設
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
60
号

協
働
事
業
審
査
委
員
会
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】

議
案
第
62
号

市
立
美
術
館
美
術
品
等
選
考
評
価
委
員
会
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】

議
案
第
74
号

都
市
再
生
整
備
計
画
審
議
会
条
例

【
自
民
無
所
属
ク
ラ
ブ
】

本
会
議
に
お
け
る

議

案

質

疑

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

今
定
例
会
で
は
延
べ
11
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
供
用
開
始
時
期
は
？

　
平
成
27
年
度
早
期
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

　
使
用
料
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
自
転
車
の
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
川
越
駅
西
口
第
一
及

び
第
二
自
転
車
駐
車
場
、
原

動
機
付
自
転
車
の
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
川
越
駅
東
口
自

転
車
駐
車
場
の
使
用
料
と
均

衡
が
取
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
る
。

　
駐
輪
場
の
完
成
に
伴
い
、

西
口
暫
定
駐
輪
場
の
契
約
満

了
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
川
越
駅
西
口
区
域
に
つ
い

て
は
、
こ
の
自
転
車
駐
車
場

が
整
備
さ
れ
て
も
、
な
お
１

５
０
０
台
の
自
転
車
駐
車
場

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
来
年

４
月
の
契
約
満
了
後
に
つ
い

て
は
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
76
号

市
内
循
環
バ
ス
検
討
委
員
会
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】

議
案
第
78
号

小
堤
集
会
所
運
営
委
員
会
条
例

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
81
号

川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事
山
車
等
修
理
検
討
委
員
会
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】

議
案
第
84
号

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
み
ん
な
の
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
83
号

仮
称
川
越
駅
西
口
第
三
自
転
車
駐
車
場
新
築
工
事
請
負
契
約

【
日
本
共
産
党
】

問問

問

答問答

答

問答問答問答

問問 答答問答問答

答 問問答 問問 答

答答 問

問答問答

答答 問問問答 　
収
集
の
基
準
は
あ
る
の
か
。

　
収
集
方
針
が
あ
り
、
「
川

越
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
の

ほ
か
、
芸
術
上
、
学
術
上
著

し
く
価
値
の
高
い
美
術
品
で

本
市
の
振
興
に
資
す
る
も
の

を
計
画
的
、
系
統
的
に
収
集

す
る
」
と
し
て
い
る
。

　
一
番
高
価
な
作
品
は
何
か
。

　
橋
本
雅
邦
の
「
林
和
靖
・

陶
淵
明
図
」
で
あ
る
。
六
曲

一
双
の
大
き
な
屏
風
の
作
品

で
、
美
術
館
の
収
蔵
品
の
核

と
す
べ
く
、
川
越
市
美
術
品

等
取
得
基
金
に
よ
り
、
平
成

12
年
に
７
千
５
０
０
万
円
で

購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
選
考
及
び
評
価
と
は
何
か
。

　
作
品
や
資
料
を
実
際
に
見

な
が
ら
、
作
品
の
真
贋
、
保

存
状
態
、
作
家
の
作
品
の
中

で
の
位
置
づ
け
な
ど
を
調
査

し
た
上
で
、
評
価
額
は
妥
当

か
、
収
集
方
針
に
そ
っ
て
い

る
か
、
最
終
的
に
美
術
館
で

収
蔵
展
示
す
る
べ
き
か
な
ど

を
審
議
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
文
化
財
保
護
法
で
は
、
地

方
公
共
団
体
は
、
文
化
財
が

我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の

正
し
い
理
解
の
た
め
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展

の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
保
存
が
適

切
に
行
わ
れ
る
よ
う
と
あ
り

ま
す
。
こ
の
条
例
を
施
行
す

る
意
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

　
当
条
例
を
施
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
川
越
氷
川
祭
の
山

車
行
事
山
車
等
修
理
委
員
会

の
適
正
化
や
透
明
性
の
向
上

が
図
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

当
委
員
会
が
適
正
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
財

で
あ
る
山
車
等
の
保
存
修
理

が
効
率
的
に
行
わ
れ
、
安
全

な
山
車
巡
行
と
将
来
へ
の
山

車
の
伝
承
が
図
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　
２
月
の
大
雪
被
害
に
よ
る

農
業
者
の
負
担
軽
減
策
が
本

市
独
自
で
、
そ
の
補
助
額
を

増
額
し
て
い
る
。
そ
の
経
緯

に
つ
い
て
伺
う
。

　
個
別
相
談
会
や
説
明
会
等

を
通
じ
て
農
業
者
の
声
を
集

め
た
う
え
で
、
農
業
用
施
設

等
の
撤
去
と
再
建
等
に
つ
い

て
、
実
勢
価
格
と
の
差
額
や

再
建
に
必
要
な
農
業
者
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
２
月
の
大
雪
で
は
農
業
以

外
に
も
様
々
な
被
害
が
あ
っ

た
が
本
市
独
自
の
増
額
分
は

農
業
者
に
限
定
し
て
い
る
。

他
の
産
業
等
へ
の
支
援
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
減
少
傾
向
に
あ
る
本
市
の

　
　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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小
堤
集
会
所
の
設
置
の
経

緯
に
つ
い
て
伺
う
。

同
和
対
策
事
業
が
国
を
挙
げ

て
推
進
さ
れ
た
。

　
小
堤
集
会
所
は
、
昭
和
46

年
３
月
に
、
同
和
教
育
集
会

所
と
し
て
現
在
の
場
所
に
建

設
さ
れ
、
施
設
の
老
朽
化
等

に
対
応
す
る
た
め
平
成
８
年

に
改
築
さ
れ
た
。

　
同
和
教
育
の
現
在
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
昭
和
44
年
に
始
ま
っ
た
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
に

　
昭
和
44
年
に
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、

よ
り
、
生
活
環
境
等
の
改
善

は
概
ね
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

33
年
間
続
い
た
特
別
対
策
が

平
成
14
年
３
月
を
も
っ
て
終

了
し
た
。

　
た
だ
し
、
心
理
的
差
別
は
、

依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
「
人
権
教
育

の
充
実
」
に
向
け
た
様
々
な

取
り
組
み
を
通
し
、
差
別
意

識
の
解
消
に
向
け
た
教
育
や

啓
発
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
議
論
さ
れ
た
内
容
は
何
か
。

　
乗
降
数
調
査
や
現
地
調
査

等
を
基
に
、
路
線
の
存
続
・

廃
止
や
利
用
促
進
策
、
運
行

経
費
の
抑
制
策
等
を
議
論
し

た
。

　
見
直
し
で
の
成
果
は
何
か
。

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
起

終
点
と
し
た
長
距
離
路
線
か

ら
、
駅
と
地
域
を
結
ぶ
短
距

離
路
線
に
切
り
換
え
る
こ
と

で
利
便
性
が
向
上
し
、
一
般

の
利
用
者
が
増
え
た
。
平
成

17
年
度
と
平
成
24
年
度
の
比

較
で
は
、
利
用
者
数
が
約
13

万
３
千
人
増
え
、
運
賃
収
入

も
約
２
７
８
６
万
円
増
え
た
。

こ
の
結
果
、
市
の
補
助
金
を

約
２
２
５
０
万
円
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
期
待
し
て
い
る
役
割
は
。

　
公
平
中
立
な
立
場
で
、
多

種
多
様
な
視
点
か
ら
課
題
等

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ

き
、
効
率
的
で
市
民
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
市
内
循
環
バ
ス
と

な
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
都
市
再
生
整
備
計
画
と

は
？

　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第

46
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
市
町
村
が
都
市
再
生
整
備

計
画
事
業
を
実
施
す
る
た
め

　
市
民
会
館
廃
止
後
の
建
物

は
ど
う
す
る
予
定
か
。

　
や
ま
ぶ
き
会
館
を
除
い
た
、

ホ
ー
ル
及
び
事
務
室
等
の
あ

る
北
側
の
棟
を
解
体
す
る
予

定
で
あ
る
。
な
お
、
解
体
工

事
に
際
し
て
は
、
こ
の
土
地

が
埼
玉
県
指
定
史
跡
川
越
城

跡
の
範
囲
に
該
当
す
る
こ
と

に
よ
る
試
掘
調
査
や
、
や
ま

に
作
成
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
川
越
市
都
市
再
生
整
備
計

画
の
概
要
は
？

　
計
画
対
象
地
区
を
川
越
市

中
心
市
街
地
地
区
、
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
地
区
、
新
河

ぶ
き
会
館
と
共
有
す
る
空
調

用
の
熱
源
設
備
の
移
設
工
事

が
必
要
で
あ
る
。

　
小
仙
波
町
２
丁
目
の
市
民

会
館
第
２
駐
車
場
は
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　
や
ま
ぶ
き
会
館
は
供
用
を

継
続
す
る
の
で
、
や
ま
ぶ
き

会
館
利
用
に
際
し
て
の
駐
車

場
は
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。

岸
駅
地
区
周
辺
の
３
地
区
合

計
約
４
２
２
ha
を
対
象
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基

づ
き
事
業
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
審
議
会
の
設
置
の
目
的
？

　
川
越
市
に
よ
る
事
後
評
価

等
が
適
切
に
遂
行
さ
れ
た
こ

と
を
中
立
、
公
平
な
立
場
で

確
認
し
、
そ
れ
に
対
す
る
意

見
を
求
め
る
こ
と
。
更
に
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
方
策
等

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
協
働
の
定
義
と
は
何
か
。

　
平
成
21
年
１
月
に
策
定
し

た
「
川
越
市
協
働
指
針
」
に

お
い
て
、
「
本
市
に
か
か
わ

り
の
あ
る
人
が
持
つ
さ
ま
ざ

ま
な
〝
ま
ち
へ
の
思
い
〞
を

市
民
と
行
政
が
共
有
し
、
知

恵
と
力
を
出
し
合
い
、
相
互

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
へ
の
〝
行
動
〞
に
つ

な
げ
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
る

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
取
組
」

と
定
義
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
協
働
の
新

現
在
の
市
民
会
館
第
１
駐
車

場
も
、
や
ま
ぶ
き
会
館
の
利

用
に
充
て
る
こ
と
が
可
能
だ

が
、
大
規
模
な
催
し
の
際
は
、

し
い
展
開
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
制
度
に
基
づ
く
協
働
を
推

進
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
事

業
を
Ｐ
Ｒ
し
、
提
案
事
業
数

を
増
や
す
こ
と
を
目
指
す
と

と
も
に
、
行
政
が
市
民
団
体

に
積
極
的
に
提
案
し
、
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
様
々
な
団
体
が
連
携
し
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
新
た

な
協
働
の
し
く
み
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
く
。

駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
利
用
状
況
を
見

な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
放
送
】

　
川
越
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
今
定
例
会
の
会
議
録
】

　
図
書
館
等
で
は
８
月
下
旬
頃
〜

　
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
９
月
上
旬
頃
〜

　
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

　
図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

　
務
局
／
情
報
公
開
窓
口
（
東
庁
舎
）

会議録の
閲覧等

千
円
か
ら
５
千
円
に
な
る
。

ま
た
、
13
年
経
過
し
た
軽
四

輪
車
等
へ
の
20
％
重
課
は
平

成
28
年
度
か
ら
適
用
。

　
軽
自
動
車
税
は
増
収
と
な

る
が
、
法
人
市
民
税
は
減
収

と
な
る
。
今
回
の
改
正
は
市

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
な
の
か
マ

イ
ナ
ス
な
の
か
考
え
を
伺
う
。

　
様
々
な
増
減
要
因
が
あ
る

が
、
法
人
市
民
税
の
税
率
引

き
下
げ
は
市
の
独
自
財
源
の

減
収
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
要

因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

答

　
軽
自
動
車
税
の
改
正
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
年

度
を
伺
う
。

　
軽
自
動
車
税
の
税
率
を
１

・
25
倍
又
は
１
・
５
倍
、
最

低
２
千
円
に
引
き
上
げ
る
改

正
は
平
成
27
年
度
か
ら
適
用
。

た
だ
し
、
軽
四
輪
車
等
は
新

規
車
両
か
ら
適
用
。
こ
の
結

果
、
50
㏄
以
下
の
原
動
機
付

自
転
車
は
千
円
か
ら
２
千
円

に
、
四
輪
の
自
家
用
乗
用
車

は
７
２
０
０
円
か
ら
１
０
８

０
０
円
に
、
同
貨
物
車
は
４

問

問

答

答

議
案
第
57
号

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
61
号

文
化
施
設
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
60
号

協
働
事
業
審
査
委
員
会
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】

議
案
第
62
号

市
立
美
術
館
美
術
品
等
選
考
評
価
委
員
会
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】

議
案
第
74
号

都
市
再
生
整
備
計
画
審
議
会
条
例

【
自
民
無
所
属
ク
ラ
ブ
】

本
会
議
に
お
け
る

議

案

質

疑

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

今
定
例
会
で
は
延
べ
11
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
供
用
開
始
時
期
は
？

　
平
成
27
年
度
早
期
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

　
使
用
料
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
自
転
車
の
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
川
越
駅
西
口
第
一
及

び
第
二
自
転
車
駐
車
場
、
原

動
機
付
自
転
車
の
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
川
越
駅
東
口
自

転
車
駐
車
場
の
使
用
料
と
均

衡
が
取
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
る
。

　
駐
輪
場
の
完
成
に
伴
い
、

西
口
暫
定
駐
輪
場
の
契
約
満

了
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
川
越
駅
西
口
区
域
に
つ
い

て
は
、
こ
の
自
転
車
駐
車
場

が
整
備
さ
れ
て
も
、
な
お
１

５
０
０
台
の
自
転
車
駐
車
場

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
来
年

４
月
の
契
約
満
了
後
に
つ
い

て
は
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
76
号

市
内
循
環
バ
ス
検
討
委
員
会
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】

議
案
第
78
号

小
堤
集
会
所
運
営
委
員
会
条
例

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
81
号

川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事
山
車
等
修
理
検
討
委
員
会
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】

議
案
第
84
号

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
み
ん
な
の
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
83
号

仮
称
川
越
駅
西
口
第
三
自
転
車
駐
車
場
新
築
工
事
請
負
契
約

【
日
本
共
産
党
】

問問

問

答問答

答

問答問答問答

問問 答答問答問答

答 問問答 問問 答

答答 問

問答問答

答答 問問問答 　
収
集
の
基
準
は
あ
る
の
か
。

　
収
集
方
針
が
あ
り
、
「
川

越
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
の

ほ
か
、
芸
術
上
、
学
術
上
著

し
く
価
値
の
高
い
美
術
品
で

本
市
の
振
興
に
資
す
る
も
の

を
計
画
的
、
系
統
的
に
収
集

す
る
」
と
し
て
い
る
。

　
一
番
高
価
な
作
品
は
何
か
。

　
橋
本
雅
邦
の
「
林
和
靖
・

陶
淵
明
図
」
で
あ
る
。
六
曲

一
双
の
大
き
な
屏
風
の
作
品

で
、
美
術
館
の
収
蔵
品
の
核

と
す
べ
く
、
川
越
市
美
術
品

等
取
得
基
金
に
よ
り
、
平
成

12
年
に
７
千
５
０
０
万
円
で

購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
選
考
及
び
評
価
と
は
何
か
。

　
作
品
や
資
料
を
実
際
に
見

な
が
ら
、
作
品
の
真
贋
、
保

存
状
態
、
作
家
の
作
品
の
中

で
の
位
置
づ
け
な
ど
を
調
査

し
た
上
で
、
評
価
額
は
妥
当

か
、
収
集
方
針
に
そ
っ
て
い

る
か
、
最
終
的
に
美
術
館
で

収
蔵
展
示
す
る
べ
き
か
な
ど

を
審
議
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
文
化
財
保
護
法
で
は
、
地

方
公
共
団
体
は
、
文
化
財
が

我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の

正
し
い
理
解
の
た
め
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展

の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
保
存
が
適

切
に
行
わ
れ
る
よ
う
と
あ
り

ま
す
。
こ
の
条
例
を
施
行
す

る
意
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

　
当
条
例
を
施
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
川
越
氷
川
祭
の
山

車
行
事
山
車
等
修
理
委
員
会

の
適
正
化
や
透
明
性
の
向
上

が
図
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

当
委
員
会
が
適
正
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
財

で
あ
る
山
車
等
の
保
存
修
理

が
効
率
的
に
行
わ
れ
、
安
全

な
山
車
巡
行
と
将
来
へ
の
山

車
の
伝
承
が
図
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　
２
月
の
大
雪
被
害
に
よ
る

農
業
者
の
負
担
軽
減
策
が
本

市
独
自
で
、
そ
の
補
助
額
を

増
額
し
て
い
る
。
そ
の
経
緯

に
つ
い
て
伺
う
。

　
個
別
相
談
会
や
説
明
会
等

を
通
じ
て
農
業
者
の
声
を
集

め
た
う
え
で
、
農
業
用
施
設

等
の
撤
去
と
再
建
等
に
つ
い

て
、
実
勢
価
格
と
の
差
額
や

再
建
に
必
要
な
農
業
者
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
２
月
の
大
雪
で
は
農
業
以

外
に
も
様
々
な
被
害
が
あ
っ

た
が
本
市
独
自
の
増
額
分
は

農
業
者
に
限
定
し
て
い
る
。

他
の
産
業
等
へ
の
支
援
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
減
少
傾
向
に
あ
る
本
市
の

　
　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
へ
）


